
 

 

 

 

 

 

 

 

う ま ど し 

校 長 佐 々 木 秀 之  

 

 あけまして おめでとうございます。 

 午年を迎えました。小学校では平成 26 年(2014 年)に生まれた子供たちが年男、年女ということに

なります。午は十二支の中間に位置し、草木の成長が極限を過ぎ、衰えの兆しを見せ始めた状態を表し

ているといわれています。午の本来の読みは「ご」。午
うま

の刻は、昼の 12 時およびその前後 2 時間。その

ため、昼の 12 時を「正午」といい、「午前」「午後」という言葉がうまれました。 

＊ 

 「午」を動物にあてはめると「馬」になります。馬は古くから運搬用、農耕用、軍用などに使わ

れ、乗馬用、競馬用としても飼育されるなど、人間にとってとても身近な動物として親しまれてきま

した。神様が乗る神馬を奉納する習わしが、馬の絵を描いて代用する「絵馬」となり、板絵に願いご

とを書いて奉納する「絵馬」の由来となったといわれています。 

 「馬」にまつわることわざや慣用句を思い浮かべると、「人間万事塞翁が馬」「馬耳東風」「馬の耳に

念仏」「馬が合う」「馬脚をあらわす」「馬子にも衣装」「馬の背を分ける」「無事これ名馬」…等、数多

く思い浮かびます。人々に親しまれてきた「馬」であることは、ことわざや慣用句の数を見てもわか

ります。 

一方で、その昔は、貴族や武士など一部の特権階級の権威的な所有物であり、天下を取ることが名

馬を所有することにかかっているほど、「馬＝名馬」は権力の象徴でもありました。西洋では、「馬」

は高貴さ、速さ、自由、美の象徴であり、古代においては生命力、太陽、天空の神々と関連した動物

でもありました。 

一般に「馬」は立ったまま寝ることで知られますが、本当に安全な場所であれば横になって寝ることも

あるそうです。 

＊ 

 今年一年、「馬」にあやかり、開三に学ぶ子供たちが「高貴さ」「力強さ」「美しさ」をもち、健康な一

年を送ることができるよう、そして、学校が本当に安全な場所であるよう、教職員の英知を結集して努

めてまいります。本年もみなさまのご理解とご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

【２月の主な予定】 

１８日（水）４時間授業 全学年 

２０日（金）４時間授業①③④ 

２４日（火）保護者会①②（１、２年生は４時間授業） 

２６日（木）保護者会③④（３、４年生は４時間授業） 

２７日（金）保護者会⑤⑥（５、６年生は４時間授業） 

    

 

行事予定 （〇数字は学年） 授業時数 

日 曜 
朝会・集会 

委員会・クラブ 
行事 

１

年 

２

年 

３

年 

４

年 

５

年 

６

年 

1 木         

2 金         

3 土         

4 日         
5 月          

6 火         

7 水  冬季休業日終       

8 木  ３学期始業式 ※給食なし ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

9 金 ユニセフ集会 
身体計測⑥ ※給食始 

４時間授業 
４ ４ ４ ４ ４ ４ 

10 土         

11 日         

12 月  成人の日       

13 火  身体計測⑤ ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

14 水 委員会活動 身体計測④ ５ ５ ５ ５ ６ ６ 

15 木  身体計測③ ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

16 金  社会科見学④ 身体計測②  ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

17 土         

18 日         

19 月 全校朝会 身体計測① ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

20 火   ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

21 水   ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

22 木   ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

23 金 
 

 

かいさん図工作品展（児童鑑賞日） 

 ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

24 土  
土曜授業日 

かいさん図工作品展（保護者鑑賞日） 
３ ３ ３ ３ ３ ３ 

25 日         

26 月   ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

27 火   ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

28 水 クラブ活動 避難訓練 クラブ見学③（６時間目） ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

29 木   ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

30 金      ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

31 土         

  

学校の行事予定（１月分） 

校内書きぞめ展（２３～３０日） 



 
 
 
 
 
 
 
 「同心協力～絆を深め、楽しい思い出を作ろう～」のスローガンをもとに、１２月８日～１０日の３日間、
千葉県の岩井へ行ってきました。マザー牧場や鴨川シ―ワールドでは様々な生き物との触れ合いがあり、大山
千枚田や大房岬では、雄大な自然の中で様々な体験を行いました。また宿舎では、食事や部屋での生活を共に
することで、友達との仲をさらに深めているようでした。 

子供たちは、集団生活を過ごしていく上で周りのことを考え、相手を思いやった行動をとることを意識して
いました。さらに、自分を支えてくれる多くの人に対して感謝の気持ちをもつ大切さを様々な経験を通して感
じ取っている様子でした。3 日間の移動教室での成長した姿を、学校生活や家庭でも発揮してくれることを期
待しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５年生 

岩井移動教室を終えて 


